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「日本活断層百選」活動の紹介

An introduction of Japan Active Faults Superior 100 Selection
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１．はじめに
 日本活断層学会は，平成21年度から日本における活断層や地表地震断層等を対象として「日本
活断層百選」の選定を専門委員会活動として開始したので，その途中経過を紹介するとともに，
会員・非会員を問わず多数の方に本活動への参加をお願いする次第である。
 我が国には，近い将来において再活動により大きな被害が生じる可能性のある「主要な活断
層」と呼んでいる起震断層帯が100余りあり，その他方で主として明治時代以降，一部歴史時代
を含めて陸域および海域で発生した比較的大きな被害地震により地表地震断層，地表変動および
大規模の随伴地表変動など，例えば大規模崩壊が生じたことが知られている。日本活断層百選の
活動の目的は，このような活断層や地表変動などのうち，変動地形・地質等が顕著な断層帯・箇
所についておおよそ100ヶ所を目途に「百選」として選定し，その保存，科学教育，防災教育，
地域防災，地域振興などに資することである。
 ２．選定のための手順
 活断層百選を選定するための手順の概要は以下のとおりである。
 １）計画準備，２）候補断層・箇所リスト作成，３）選定基準検討・作成，４）推薦シート作
成・写真等の公募，５）選定方法の検討・選定会開催，６）選定結果の発表，７）自治体等への
通知等
 なお，「百選推薦のための推薦シート作成・写真の公募」の際には，会員・非会員問わず多く
の方から活断層資料の提供をお願いしたいと考えている。
 ３．選定基準について
 活断層百選が上述の目的をもっているため永続的に多くの人から支持されることが望ましい
が，それには出来るだけ客観的な選定基準を作ることおよび出来るだけ多く人が参加できること
が重要と考えられる。目下，選定基準に関しては，以下のようなものをたたき台として作成し
た。今後，検討を重ねより良いものとして行く予定である。
 活断層百選の選定基準 案（複数選択可）ver.1  
Ⅰ 活断層（帯）の選考基準（重要度は順不同）
A：第１級の活動度を持ち，地形・地質学的に明瞭なもの
B：歴史時代に活動し，その痕跡が認められるもの
C：大都市など人口密集地に近く，社会的影響が大きいもの
D:先駆的研究などがなされ，典型的な活断層地形などが保存されているもの



E：その他（具体的に）
Ⅱ 選定地点（区間）の選考基準（重要度は順不同）
A：地形・地質学的な証拠が明瞭な地点
B：見学などにとって便利な地点あるいは教育保存施設などが整備されている
C：すでに国や地方自治体によって天然記念物等に指定がなされている地点
D：その他（具体的に） 
４．スケジュールと内容
 平成21年度の現在の作業状況としては，「候補断層・箇所リストの作成」および「選定基準検
討」中の段階である。本発表では，これまでの経緯，選定用資料，選定基準案および今後のスケ
ジュール等について述べる予定で，あわせて5月に開催される活断層学会総会において，百選の
代表的な断層・箇所ならびにその際の選定基準案について公表する予定である。
 平成22年度の作業としては，本発表を通じて得られるであろうさまざまな意見を集約し，選定
基準作成および選定作業を本格的におこなっていく予定である。
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